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幼
子
（
お
さ
な
ご
）
は
ほ
ん
と 

う
に
耳
が
い
い
で
す
。
周
り
か
ら 

聞
こ
え
て
く
る
様
々
な
言
葉
を
聞 

き
取
っ
て
上
手
に
ま
ね
を
し
て
、 

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
き
ま
す
。 

物
ま
ね
の
天
才
で
す
。
古
語
「
ま 

な
ぶ
」
の
第
一
義
は
「
ま
ね
る
」 

で
す
が
、
ま
ね
る
こ
と
で
多
く
の 

こ
と
を
学
び
、
幼
子
は
成
長
し
て 

い
き
ま
す
▼
関
西
に
住
ん
で
い
る 

長
男
か
ら
、
４
歳
に
な
る
孫
娘
の 

動
画
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
デ 

ィ
ズ
ニ
ー
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
中
に
、 

彼
女
の
知
ら
な
い
こ
と
ば
が
聞
こ 

え
て
き
て
、
曰
わ
く
「
ぜ
つ
ぼ
う 

っ
て
な
あ
に
？
」
▼
僕
の
出
身
中 

学
校
の
校
訓
は
「
生
気
」
で
す
。 

ふ
だ
ん
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
い
る 

熟
語
で
す
が
、
今
回
、
久
々
に
思 

い
出
し
ま
し
た
。
こ
の
生
気
が
失 

わ
れ
る
と
た
い
へ
ん
で
す
。
絶
望 

で
す
。
生
命
は
死
に
瀕
し
ま
す
。 

一
般
に
老
人
ほ
ど
生
気
は
少
な
く 

若
人
ほ
ど
満
ち
溢
れ
て
い
ま
す
。 

た
だ
小
学
生
が
自
死
す
る
と
い
う 

稀
有
な
国
＝
日
本
は
例
外
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
▼
『
徒
然
草
』
（
八
十 

五
段
）
に
「
悪
人
の
ま
ね
と
て
人 

を
殺
さ
ば
、
悪
人
な
り
。
偽
り
て 

も
賢
を
学
ば
ん
を
、
賢
と
い
ふ
べ 

し
。
＝
悪
人
の
ま
ね
だ
と
人
を
殺 

し
た
ら
、
そ
れ
は
悪
人
で
あ
る
。 

た
と
え
い
つ
わ
っ
て
で
も
賢
人
の 

行
い
を
ま
ね
る
よ
う
な
人
を
、
賢 

人
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り 

ま
す
。
物
ま
ね
上
手
の
幼
子
は
賢 

人
に
最
も
近
い
存
在
で
あ
り
ま
し 

ょ
う
。
だ
か
ら
生
気
に
溢
れ
て
い 

る
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
（
Ｍ
） 

２０２６年６月２０日発行 

核
兵
器
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
、
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日
本
の
参
加
を
訴
え
な
が
ら
歩
く
被
爆
81

年
・
国
民
平
和
大
行
進
が
５
月
６
日
、
東
京
を
出
発
し
29
日
に
浜
松
入
り
し
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
に

参
加
す
る
西
部
地
区
労
連
は
、
東
海
道
コ
ー
ス
の
先
導
車
運
転
手
と
湖
西
コ
ー
ス
の
副
リ
ー
ダ
ー
を
担
当

し
ま
し
た
。
５
月
29
日
、
浜
北
コ
ー
ス
、
浜
松
基
地
コ
ー
ス
、
東
海
道
コ
ー
ス
の
３
コ
ー
ス
で
平
和
行

進
を
し
、
浜
松
市
役
所
で
昼
休
み
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
30
日
は
、
姫
街
道
コ
ー
ス
と
湖
西
コ
ー
ス
、

Ｊ
Ｒ
鷲
津
駅
か
ら
湖
西
市
役
所
ま
で
行
進
し
、
午
後
、
岩
屋
緑
地
公
園
で
愛
知
県
に
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 

拶
後
、
浜
松
市
長
・
議
長
・
区

長
さ
ん
か
ら
の
ペ
ナ
ン
ト
が
、

通
し
参
加
者
に
渡
さ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
、
宮
下
市
労
連
委

員
長
、
北
島
日
本
共
産
党
市
議

団
長
か
ら
激
励
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

岡
安
中
央
区
長
は
「
一
歩
一

歩
平
和
を
願
う
皆
さ
ん
の
思
い

を
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
浜
松

は
空
襲
と
艦
砲
射
撃
を
受
け
、

毎
年
６
月
18
日
に
、
慰
霊
祭
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
７

月
１
日
に
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
し
、
平
和
首
長
会
議
に
も
参

加
し
て
い
ま
す
。
広
島
、
長
﨑

に
向
け
た
歩
み
を
続
け
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
激

励
し
ま
し
た
。 

  

市
役
所
で
昼
休
み
集
会 

 

浜
松
市
役
所
で
「
昼
休
み
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
約
80
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
開
会
挨
拶
に

た
っ
た
吉
野
実
行
委
員
長
は

「
平
和
行
進
は
今
年
で
89
回
目

で
す
。
私
は
45
回
歩
き
続
け
て

き
ま
し
た
。
核
兵
器
が
廃
絶
さ

れ
る
ま
で
頑
張
り
続
け
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

 

岡
安
中
央
区
長
の
激
励
の
挨

 

平
和
行
進
を 

 
 

愛
知
県
へ
引
継
ぐ
！ 

 

５
月
30
日
は
、
鷲
津
駅
か
ら

湖
西
市
役
所
間
の
行
進
と
、
二

川
駅
か
ら
行
進
し
て
岩
屋
緑
地

公
園
ま
で
進
み
、
静
岡
〜
愛
知

引
継
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
集

会
に
は
約
３
０
０
名
が
集
い
ま

し
た
。 

 

平
和
行
進
初
参
加
と
い
う
、

20
代
女
性
は
「
平
和
行
進
は
デ

モ
カ
レ
ン
ダ
ー
で
知
り
ま
し

た
。
今
、
大
事
な
の
は
戦
争
反

対
の
声
を
上
げ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 

 

年
金
者
組
合
の
澤
根
逸
子
さ

ん
は
「
毎
年
、
愛
知
県
の
友
達

と
会
え
る
の
が
嬉
し
い
」
と
元

気
に
行
進
し
ま
し
た
。 

 

引
継
ぎ
集
会
で
は
、
引
き
渡

し
式
（
横
断
幕
や
タ
ス
キ
な
ど

の
引
き
渡
し
）
や
点
火
式
（
原

爆
の
火
）
を
行
い
、
平
和
の
大

切
さ
を
皆
で
誓
い
合
い
ま
し

た
。 

浜松アリーナ前を行進する参加者 

東海道コース参加者(六所神社) 

岡安区長からペナント贈呈 
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（三
五
） 

 

考
え
る
前
に
ス
マ
ホ
に
頼
る
指 

 

今
日
は
ス
マ
ホ
の
時
代
で
、
何
か
困
り
ご
と
が
あ
る
と
ス
マ
ホ
に
相
談
し 

 

た
り
、
情
報
を
得
た
り
す
る
の
で
、
自
分
で
考
え
判
断
す
る
こ
と
が
減
っ 

 

て
き
た
。 

  

抜
け
目
な
い
気
配
り
チ
ャ
ン
ス
も
の
に
す
る 

 

自
分
の
周
り
に
は
様
々
な
チ
ャ
ン
ス
が
潜
ん
で
い
る
が
、
自
分
が
気
づ
か 

 

な
か
っ
た
り
見
落
と
し
て
い
る
た
め
、
チ
ャ
ン
ス
だ
と
は
気
づ
か
な
い
で 

 

い
る
。
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
す
る
と
チ
ャ
ン
ス
は
舞
い
降
り
て
く
る
。 

  

ス
ラ
ン
プ
の
修
正
を
す
る
玉
の
汗 

ス
ラ
ン
プ
に
陥
る
と
苦
し
み
も
が
く
ば
か
り
に
な
る
が
、
今
ま
で
を
振
り 

返
り
汗
を
流
し
て
い
る
と
、
日
ご
ろ
の
自
分
に
返
り
、
修
正
を
す
る
こ
と 

が
で
き
る
。 

  

失
敗
を
糧
に
明
日
へ
歩
を
進
め 

失
敗
す
る
と
一
時
的
に
は
落
ち
込
む
が
、
失
敗
の
中
に
は
明
日
へ
の
様
々 

な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
、
未
来
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み 

出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

(

例)

に
な
ら
っ
て
漢
字
の
部
首
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。
解
答
は
次
号
で
。 

（
例
）
手
・
少
・
木
・
日
・
民 

＋
（   

目   

）
→
（ 

看 

・ 

省 

・ 

相 

・ 

冒 

・ 

眠 

） 

（
１
）
吉
・
平
・
式
・
成
・
宅 

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 

（
２
）
七
・
八
・
前
・
ヽ
・
口 

＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 

（
３
）
兄
・
弟
・
女
・
尼
・
主 
＋
（ 

 

）
→
（ 

  

・ 
  

・ 
  

・   

・   

） 
 

 ＊
前
号
の
解
答
（
１
）
元
・
冊
・
胡
・
朱
・
耑 
＋
（ 

玉 

）
→
（ 

玩 

・ 

珊 

・ 

瑚 

・ 

珠 

・ 

瑞 

）  
 

 
 

 
 

 

（
２
）
有
・
各
・
易
・
代
・
任 
＋
（ 

貝 

）
→
（ 

賄 

・ 

賂 

・ 

賜 

・ 

貸 

・ 

賃 

）  
 

 
 

 
 

 

（
３
）
異
・
分
・
青
・
立
・
庄 

＋
（ 
米 

）
→
（ 

糞 

・ 

粉 

・ 

精 

・ 

粒 

・ 

粧 

）  

【
講
演
要
旨
】 

高
市
首
相
は
「
国
論
を
二
分
す

る
よ
う
な
大
胆
な
施
策
、
改
革
に

も
果
敢
に
挑
戦
す
る
」
と
し
て
、

改
憲
に
前
の
め
り
で
す
。
自
民
・

維
新
の
連
立
政
策
合
意
書
に
基
づ

い
て
忠
実
に
進
め
て
い
ま
す
。
憲

法
９
条
改
正
に
関
す
る
両
党
の
条

文
起
草
委
員
会
を
設
置
し
、
条
文

改
正
に
踏
み
込
む
腹
積
も
り
で

す
。
ま
ず
は
「
緊
急
事
態
条
項
」

に
つ
い
て
憲
法
改
正
を
実
現
す
る

た
め
、
今
年
度
中
の
条
文
案
の
国

会
提
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
条

文
起
草
委
員
会
が
憲
法
審
査
会
に

設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
99

％
憲
法
改
正
の
発
議
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

憲
法
改
正
の
発
議
を
阻
止
す
る

た
め
に
は
、
国
会
外
で
の
ス
タ
ン

デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
運
動
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
憲
法
改
正
は
時

期
尚
早
で
あ
る
、
と
い
う
国
民
世

論
を
大
き
く
盛
り
上
げ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

自
民
党
「
改
正
草
案
」
の
中
身

は
、
前
文
の
書
き
替
え
、
元
首
と

し
て
の
天
皇
、
国
防
軍
の
創
設
な

ど
で
す
。
個
人
を
尊
重
す
る
の
で

は
な
く
、
国
家
を
尊
重
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
る
の
で
す
。
国
防

を
盤
石
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、

国
防
軍
を
創
設
し
、
戦
争
の
放
棄

も
辞
さ
な
い
と
い
う
考
え
で
す
。 

憲
法
は
国
家
権
力
の
濫
用
を
防

ぐ
た
め
に
権
力
を
制
限
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
政
府
が
自
由
に
国
の

運
営
を
し
て
い
く
と
き
に
現
憲
法

は
邪
魔
に
な
り
ま
す
。 

自
民
党
が
目
指
す
「
憲
法
草

案
」
を
露
骨
に
進
め
て
い
く
と
国

民
の
批
判
に
あ
う
こ
と
は
明
ら
か

な
の
で
、
簡
単
に
で
き
そ
う
な
緊

急
事
態
条
項
か
ら
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
す
。
緊
急
時
の
国
会

議
員
の
任
期
延
長
ば
か
り
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

緊
急
事
態
条
項
の
本
質
を
カ
モ
フ

ラ
ー
ジ
ュ
す
る
も
の
に
す
ぎ
ま
せ

ん
。
本
当
の
狙
い
は
、
内
閣
に
緊

急
政
令
制
定
権
を
も
た
せ
、
権
力

を
内
閣
に
集
中
さ
せ
、
内
閣
だ
け

で
何
で
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
で
す
。 

緊
急
事
態
条
項
の
制
度
を
絶
対

に
つ
く
ら
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ペ
ン
ラ
イ
ト
運
動
な
ど
、
国
民
的

運
動
を

強
め
て

い
き
ま

し
ょ
う

! 

 

 
―
― 

第
11
回 

語
り
合
い
デ
ィ
ナ
ー 

―
― 

 

８
月
４
日
、
第
11
回
語
り
合
い
デ
ィ
ナ
ー
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含

め
21
名
が
集
い
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
食
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
平
和
」
で
、
小
笠
原
弁
護
士
が
「
憲
法
改
悪
の
ね

ら
い
と
危
険
性
」
の
演
題
で
講
演
し
、
そ
の
後
、
参
加
者
で
平
和
に
つ
い

て
語
り
合
い
ま
し
た
。 

小笠原里夏さん(前列右から4人目)を囲んで 

美味しいカレー 
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片
倉
裕
子
さ
ん 

 

「
市
民
の
会
」
は
昨
年
４
月
の

発
足
以
降
、
10
月
27
日
に
球
場
反

対
署
名
５
７
４
３
筆
を
県
に
提
出

し
、
さ
ら
に
８
０
０
筆
を
超
え
て

集
約
し
て
い
ま
す
。 

「
市
民
の
会
」
は
毎
月
第
三
火

曜
日
に
浜
松
駅
北
口
で
宣
伝
署
名

に
と
り
く
み
、
県
母
親
大
会
会
場

で
の
署
名
や
、
各
団
体
を
通
じ
て

署
名
を
進
め
て
い
ま
す
。 

昨
年
12
月
に
は
、
篠
原
地
区
の

か
っ
て
い
る
浜
松
の
皆
さ
ん
、

「
水
道
民
営
化
は
ダ
メ
」
と
全
県

に
広
げ
ま
し
ょ
う
。 

 

10
年
後
に
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

導
入
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
推
進

の
仕
方
は
、
「
２
０
２
６
年
度
ま

で
に
導
入
を
決
定
し
な
い
と
、
２

０
２
７
年
度
か
ら
の
下
水
道
管
更

新
の
国
費
支
援
を
一
部
打
ち
切

る
」
と
い
う
脅
し
付
き
で
す
。 

「
浜
松
水
道
ネ
ッ
ト
」
は
全
国
の

仲
間
に
呼
び
か
け
て
、
全
国
の

「
水
道
民
営
化
を
考
え
る
市
民

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、

こ
の
脅
し
だ
け
で
も
や
め
て
ほ
し

い
と
言
う
署
名
を
作
り
、
２
０
２

６
年
２
月
に
第
１
回
目
を
国
に
提

出
し
、
秋
に
２
回
目
提
出
予
定
で

す
。
浜
松
市
の
水
道
民
営
化
を 

 
 

考
え
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 

 
 
 
 

 
 
 

 

池
谷
た
か
子 

 

３
月
上
旬
、
新
聞
に
「
水
道
管

理 

官
民
連
携
へ
新
組
織
」
県
が

導
入
可
能
性
調
査 

と
い
う
記
事

が
載
り
ま
し
た
。 

４
月
中
旬
に
こ
の
件
の
情
報
公

開
を
請
求
し
ま
し
た
が
、
「
開
示

可
否
の
判
断
に
日
数
を
要
す
る
」

と
延
長
さ
れ
、
６
月
９
日
や
っ
と

資
料
を
手
に
し
ま
し
た
。 

浜
松
や
宮
城
県
で
行
っ
て
い
る

水
道
民
営
化
＝
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
期
間
20
年
～
30
年
）
が
あ
ま
り

に
も
全
国
に
広
が
ら
な
い
の
で
、

業
を
煮
や
し
た
国
が
考
え
た
の

が
、
期
間
10
年
、
運
営
権
の
譲
渡

も
な
い
水
道
民
営
化
の
新
し
い
形

が
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
レ
ベ
ル

３
．
５

で

す
。
今

ま

で

の

コ

ン

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｐ
Ｐ
Ｐ
レ
ベ
ル

４
．
０
で
す
。 

一
部
黒
塗
り
も
あ
る
県
の
会
議

会
議
員
か
ら
県
営
野
球
場
の
現
状

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

北
島
議
員
は
、 

①
２
０
２
２
年
の
新
野
球
場
建

設
促
進
期
成
同
盟
会
設
立
と
県
へ

の
要
望(

２
０
２
２
年)

、
民
間
投

資
を
含
め
た
ド
ー
ム
型
ス
タ
ジ
ア

ム
要
望(

２
０
２
４
年)

が
出
さ
れ

た
が
、
県
の
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
見
直
し
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

こ
と ②

新
野
球
場
建
設
の
裏
に
四
ツ

池
第
２
種
陸
上
競
技
場
を
国
際
大

会
可
能
な
第
１
種
化
し
た
い
地
元

大
手
企
業
の
影
響 

③
篠
原
地
区
が
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
ハ
ザ
ー
ド
エ
リ
ア
で
あ
る

と
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。 

防
潮
堤
の
安
全
性
の
問
題
で
、
県

の
土
木
課
と
も
懇
談
し
ま
し
た
。 

総
会
は
、
新
し
い
役
員
体
制
の

も
と
１
０
０
０
０
筆
を
目
指
し
て

署
名
に
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
し

ま
し
た
。 

「
市
民
の
会
」
は
県
営
球
場
建

設
の
問
題
点
を
市
民
に
広
く
知
ら

せ
て
、
宣
伝
・
署
名
の
と
り
く
み

を
広
げ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。 

総
会
で
は
、
北
島
定
浜
松
市
議

５
月
17
日
、
篠
原
地
区
に
県
営
球
場
は
い
ら
な
い
「
市
民
の
会
」
が
、

労
働
会
館
で
第
２
回
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

資

料

に

は
、
「
（
仮

称
）
上
・

下
・
工
業
用
水
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン

導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設

置
」
と
あ
り
ま
し
た
。
県
は
期
間

10

年
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
３
．
５
で
な
く
、

い
き
な
り
期
間
20
年
の
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
や
り
た
い
よ
う
で
す
。

県
の
上
水
下
水
工
水
10
事
業
に
つ

い
て
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
導
入
す

る
の
が
い
い
か
ど
う
か
を
調
査
し

ま
す
。
調
査
費
は
８
０
０
０
万

円
、
全
額
国
費
で
す
。
推
進
す
る

国
が
お
金
を
出
す
の
で
す
か
ら
、

結
果
は
ほ
ぼ
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

結
果
が
出
る
前
か
ら
、
県
営
水
道

の
民
営
化
反
対
の
運
動
を
作
ら
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
よ
く
わ
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年
（
語
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た

沖
縄
戦
に
強
制
動
員
さ
れ
た
朝
鮮

人
「
軍
属
」
と
「
慰
安
婦
」
の
実

相
を
描
い
た
第
２
作
）
な
ど
、

人
々
の
悲
し
み
や
怒
り
を
描
い
て

き
た
。 

 

40
年
前
か
ら
撮
り
続
け
て
き
た

16
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
に
は
、
作
品
化

さ
れ
て
い
な
い
50
時
間
を
超
え
る

貴
重
な
映
像
と
音
声
が
残
さ
れ
て

い
た
。
こ
れ
ら
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
た
め
に
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
費
用
を
集
め
、
時
間

を
か
け
て
復
元
し
て
「
よ
み
が
え

る
声
」
は
作
ら
れ
た
。 

 

広
島
と
長
崎
で
被
曝
し
た
朝
鮮

の
人
た
ち
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
亡

く
な
り
（
３
万
人
以
上
と
言
わ
れ

る
）
、
後
遺
症
で
苦
し
め
ら
れ
て

い
る
か
、
そ
の
実
相
を
知
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。 

 

在
日
朝
鮮
人
２
世
で
90
歳
を

迎
え
る
映
画
作
家
ス
ナ
ム
さ
ん
と

娘
マ
イ
さ
ん
が
、
歴
史
に
埋
も
れ

る
声
な
き
者
た
ち
の
物
語
を
克
明

に
記
録
し
た
貴
重
な
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
作
品
だ
。 

「
も
う
ひ
と
つ
の
ヒ
ロ
シ
マ
ー
ア

リ
ラ
ン
の
う
た
」
１
９
８
６
年

（
植
民
地
支
配
と
原
爆
被
爆
と
い

う
二
重
の
苦
難
を
体
験
し
た
在
日

朝
鮮
人
一
世
を
記
録
し
た
第
１

作
）
、
「
ア
リ
ラ
ン
の
う
た―

オ

キ
ナ
ワ
か
ら
の
証
言
」
１
９
９
１  

堀
内
慶
一(

地
区
労
連
議
長) 

作 

   日の丸弁当 

 

ら
れ
、
ピ
ン
チ
は
ク
イ
ズ
と
、

次
々
と
や
っ
て
く
る
困
難
を
か
わ

し
、
前
を
向
い
て
歩
み
出
し
ま

す
…
。 

 
 
 
 

 
 

＊ 

 

渥
美
さ
ん
は
現
役
の
高
校
教

 

し
ん
ぶ
ん
連
載
小
説

が
書
籍
化
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

 

丘
の
上
の
高
校
の
窓

際
教
師
ジ
ロ
ー
の
暮
ら

し
は
、
コ
ロ
ナ
で
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。
老
い

た
両
親
が
障
害
者
の
兄

を
介
護
し
つ
つ
営
む
小

さ
な
店
が
休
業
に
追
い

込
ま
れ
、
そ
こ
か
ら
ド

ラ
マ
が
展
開
し
て
い
き

ま
す
。 

 

教
え
子
た
ち
に
支
え

師
。
静
岡
高
教
組
の
副
委
員
長
で

も
あ
り
ま
す
。
小
説
は
体
験
が
も

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
小
説
の
ジ

ロ
ー
は
中
学
時
代
に
世
界
に
出
た

い
と
英
語
を
勉
強
し
ま
し
た
が
、

結
局
故
郷
で
英
語
を
教
え
、
実
家

の
す
し
屋
の
修
業
も
し
て
い
ま

す
。
「
気
づ
け
ば
、
世
界
は
こ
の

町
に
あ
っ
た
」
と
。
狭
く
て
広
い

小
説
で
す
。
～
「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
６
月
９
日
「
潮
流
」
よ
り
。 

 
 
 
 

 
 

＊ 

渥
美
二
郎
著
『
イ
ン
・
ザ
・
ウ
ィ
ン
ド
』 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
日
本
出
版
社 

 

朴
壽
南
（
パ
ク
・
ス
ナ
ム
） 

 

朴
麻
衣
（
パ
ク
・
マ
イ
） 

 

共
同
監
督 

「
よ
み
が
え
る
声
」
を
観
る 

 

長
崎
の
軍
艦
島
に
連
行
さ
れ
た

被
曝
徴
用
工
、
徐
正
雨
（
ソ
・

ジ
ョ
ン
ウ
）
さ
ん
。
「
軍
艦
島
」

（
端
島
）
は
２
０
１
５
年
「
世
界

遺
産
」
に
登
録
さ
れ
た
が
、
明
治

期
の
産
業
近
代
化
だ
け
を
賛
美

し
、
そ
の
も
と
で
の
中
国
人
や
朝

鮮
人
の
強
制
労
働
の
歴
史
を
排
除

す
る
も
の
だ
っ
た
。
ド
ラ
マ
「
海

に
眠
る
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
」
が
放

送
さ
れ
ノ
ス
タ

ル
ジ
ッ
ク
な
昭

和
の
風
景
と
し

て
の
端
島
が
描

か

れ

て

い

た

が
、
在
日
朝
鮮

人
の
過
酷
な
労

働
と
差
別
の
実

態
は
全
く
描
か

れ
る
こ
と
は
な

い
。 

 

ス
ナ
ム
監
督
が
最
も
復
元
を

望
ん
で
い
た
撮
影
フ
ィ
ル
ム
に

は
、
１
９
８
５
年
８
月
釣
船
に

乗
っ
て
軍
艦
島
に
向
か
う
ジ
ョ

ン
ウ
さ
ん
の
姿
が
描
か
れ
て
い

る
。
「
十
四
歳
の
時
に
強
制
的

に
端
島
に
つ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
狭
い
部
屋
に
七
、
八
人
詰

め
込
ま
れ
、
豆
か
す
八
割
と
、
玄

米
二
割
の
め
し
と
粗
末
な
お
か
ず

で
毎
日
の
よ
う
に
下
痢
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
仕
事
を

休
も
う
も
の
な
ら
監
督
が
来
て
リ

ン
チ
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
運
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
五
か
月
後

に
長
崎
市
に
幸
町
寮
に
移
動
を
命

じ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
八
月

九
日
に
原
爆
に
あ
っ
た
の
で
す
。

も
の
す
ご
い
爆
音
が
し
て
、
鉄
板

が
落
ち
て
き
て
足
に
大
け
が
を
し

ま
し
た
。
」
…
復
元
さ
れ
た
映
像

の
試
写
会
で
40
年
前
の
父
の
姿
を

観
る
ジ
ョ
ン
ウ
さ
ん
の
息
子
さ
ん

の
目
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。 

＊
２
０
２
５
年
キ
ネ
マ
旬
報
ベ
ス

ト
テ
ン
文
化
映
画
部
門
第
一
位
・

ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
は
じ
め
世

界
の
多
く
の
映
画
祭
で
賞
を
受
け

た
。 

 
 
 
 

 

（
笹
ヶ
瀬
） 


